
 

 基本目標Ⅱ 感動と活力に満ちた競技スポーツの推進  

推進項目 

（１）トップアスリートの育成・ 強化の推進 

（２）競技スポーツに対する推進体制の充実 

（３）トップレベルのスポーツに触れる機会の創出 

 

 施策の実施内容（DO）及び評価（CHECK）                     

・新型コロナウイルス感染症の影響によりインターハイや国民体育大会等各種競技大会が

中止になり、白崎資金スポーツ優秀選手表彰者も例年に比べ大幅に減少したが、その中で

も県大会で優勝した小学生 19 名を表彰した。      

・白崎資金を活用した指導者講習会について、当初計画では年 2 回を予定していたが、新型

コロナウイルス感染症の影響によって年 1 回の開催となった。講習会では、全国レベルの

トレーナーを講師に迎え、コロナ禍で考えるべきスポーツの実施方法を紹介していただき、

指導者にとっても大変有意義な講習会となった。また、講習会で紹介いただいた「手軽に

できるボディメイキングエクササイズ」の動画データを、天理大学体育学部の川上晃司准

教授と東京医科歯科大学の水野哲也特任教授の協力のもと無償で提供いただき、市ホーム

ページに掲載し市民への運動不足解消を呼び掛けた事は、スポーツ振興事業としても初の

取組みであった。        

・市体育協会と連携しながら、「プレステージインターナショナルアランマーレ」の活動及

びホームゲームの開催周知や、小学生を大会へ無料で招待するなど、トップレベルのスポ

ーツに触れる機会の創出に努めた。       

 

 施策としての現状評価                             

・「トップアスリートの育成・強化の推進」として、選手のモチベーションを高めるために

白崎資金表彰や激励金の交付を継続していくことが有効と考えられる。トップレベルの

スポーツに触れる機会については、コロナ禍により観客数が制限されたり、大会そのもの

が中止となることが多く、市民の「みる」スポーツへの興味・関心を高めることが困難な

状況にある。 

 

 改善の内容（ACTION） ／ 令和３年度以降の計画（PLAN）            

・市体育協会と連携し、小中高生から一般までの一貫した指導体制の確立や指導者の資質向

上、市民のスポーツへの関心を高め、医科学的な視点も踏まえながら、全国（世界）レベ

ルで活躍できる選手の育成を図る。       

・トップレベルのスポーツに触れる機会を多く創出し、スポーツへの興味と関心を高める。 

・小学生の時期は、体を積極的に動かして色々な動きの経験を積むことが大切である。小学

校の体育の授業などで初めてする運動（動き）が上手にできず、運動（動き）に対して苦

手意識を持ってしまうことがある。子どもがスポーツに対する苦手意識を持たず、スポー

ツに対する意欲を高めるために、自分にどんなスポーツが合っているのか、子どもの運動

能力にあった競技を見極める事業展開が必要である。     

令和 2 年度の事業評価及び令和 3 年度の事業概要について 

【資料 1-2】 



 

国民体育大会への出場種目数
20種目以上

H30　19種目
感染症拡大防止
により大会中止（R11　20種目以上）

ＫＰＩ

指標値（Ｒ６） 現状値 現状値（Ｒ２）

・全国各地で子どもの運動能力にあった競技を見極める「スポーツ能力測定会」を実施して

いる（一社）スポーツ能力発見協会から、（公財）ノエビアグリーン財団の助成事業を活

用して令和３年度に酒田市において「スポーツ能力測定会」を実施したいとの依頼を受

け、11 月下旬の事業実施に向けて関係団体と調整を図っている。    

          

 数値目標                                    

 

 

 

 

 関連事業                                     

№ 事 業 名 

指 標 事業費（千円） 

指標名 単位 
R 元年度 R2 年度（決算） 

R2 年度 R3 年度（予算） 

1 白崎資金スポーツ 

振興事業 

研修会満足度 

（5 段階評価で４以上の評価率） 
％ 

97.4 378 

96.4 933 

（事業概要） 

○白崎資金を活用し、実技講習や講演会を開催し指導者の資質向上を図る。 

○地区予選を勝ち抜き、上位大会等において優勝した選手や世界大会に出場するなど優秀な

成績を収めた選手を表彰し、スポーツの振興を図る。 

2 スポーツ振興総務 

管理事業 年度内事業の完了 － 

終了 2,229 

感染症拡大防止に

より一部事業中止 

2,741 

（事業概要） 

○スポーツ振興課の管理・運営業務に関する経費 

・山形県ｽﾎﾟｰﾂ協会負担金、山形県ｽﾎﾟｰﾂ振興 21 世紀協会負担金、ｱﾗﾝﾏｰﾚ後援会会費 他 

3 

 

団体補助事業 補助金に対する自主

事業収入の割合 
％ 

4.2 12,211 

5.5 11,611 

（事業概要） 

○酒田市体育協会の事業に対する補助金 

4 大会補助事業 年度内の開催の終了 
－ 

終了 0 

感染症拡大防止に

より大会中止 
1,115 

（事業概要） 

○本市を会場に開催される高レベルの競技大会、ｽﾎﾟｰﾂｲﾍﾞﾝﾄに補助金を交付し支援する。 

・第 74回全庄内ｽｷｰ選手権大会、第 54 回全日本ｼﾆｱ・ﾏｽﾀｰｽﾞ体操競技選手権大会、 

第 48 回東北総合体育大会（相撲競技）、第 5 回酒田市武道団体協議会演武大会 

5 スポーツ振興激励金 

交付事業 

国体山形県選手団にお

ける酒田市民の割合 ％ 

10.1 417 

感染症拡大防止に

より大会中止 
1,930 

（事業概要） 

○各種競技大会に出場する団体及び個人を激励することを目的とし、地区予選を勝ち抜いた

選手で、小学生・中学生は東北大会以上、高校生以上は全国大会に出場する場合に激励金

を贈呈するもの。 

令和 3年 6月 30日 

スポーツ振興課作成 



 

 


